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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し

＜患者様連絡事項＞
・大久保　和子様～本日より臨時薬で抑肝散処方開始となる。

・安ヶ平　小倭子様～漢方、ミヤBM同内容にて処方となる。また、明日よりラックビー3P 3×ndEで処方開始となる。便秘熱の可能性考え、レシカルボン坐薬1個処方となる。尿量少ない為、本日フロセミド(20)1A側注施行指示あり。
　　　　　　　　　　明日以降の点滴に関しては田中Drと相談の上検討するとの事。

・嶋守　敏雄様～田中Dr指示にて本日夕よりジャヌビアとメトグルコ内服中止し、インスリンスライディングスケール開始となる。また明日よりバルサルタン40→80mgへ増量。生食点滴は効果見られない為、中止。

・金山　辰己様～点滴本体は同内容にて処方となる。抗生剤に関しては本日採血の結果を見て検討するとのこと。

＜入室状況＞
【転出】
・加藤　文男様～東C5→南D207
・佐藤　昭雄様～東A13→南D204
【入院】
・板橋　利美様～東C5

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間の開放観察実施。開放中他室侵入や迷惑行為あり早めに開放終了している。入室中の奇声や自傷行為はない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。午前・午後1時間ずつ片足のみ開放観察実施。操作的言動や不穏さ、興奮無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・金山　辰巳様～身体拘束中。朝食時は介入拒否強く摂取量は1/3程であったが、昼食時は静穏であり介助にて全量摂取。酸素4L(マスク)施行下にて酸素飽和度98％維持出来ている事から9:40～4→2Lへ減量。以降も酸素飽和度安定している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・高柳　和子様～ホールにて過ごされており、常に独語している。他者からクレームは
あるがトラブルなし。食事･服薬拒否なく応じており、スタッフへの攻
撃性なく経過。																									

・小栗　健太郎様～不安感訴えや問題行動無く経過。日課以外は臥床して過ごしている。

・今　保様～ユニット内を徘徊している。時折他室侵入しリネンをいじっていることあ
り介入を要している。介入時の易怒性あるが粗暴性なし。																									

・大山　ヒデ様～車いすに乗車しホールにて過ごされている。危険行為や帰宅要求なく
穏やか。																									

・川向　高夫様～介助にてエネプロゼリーを口腔内に含んで頂いても嚥下する事は無い
がトロミ付きの水分は問題無く摂取出来ている。身体状態の著変見ら
れず経過する。																									

＜小柳Dr診察情報＞
各患者様、処方・指示変更無し。

＜深澤Dr診察情報＞
・澤口　利香様～3/10～臨時）インチュニブ2㎎、ツムラ小青竜湯開始、他同内容で7日分処方。頓服処方（疼痛時ロキソプロフェン3回/日6時間あけて）、拘束開放をPT・OT協力求めスタッフ話し合いにて進めるよう指示あり。

・坂本　友吉様～南病棟転出可の指示あり。

・竹洞　総子様～臨時薬同内容で7日分処方あり。

・飯田　修子様～臨時薬同内容で7日分処方あり。西病棟転出可の指示。

・金山　辰巳様～臨時薬同内容で7日分処方。拘束解除する時間を設けていく方向をとっていくよう指示あり。

・中山　真由美様～検査結果よりアレルギーはないと本人へ説明。筋注後痛みあると訴えあるため次回の筋注時は施行部位を薬局と相談するよう指示あり。臨時薬同内容で7日分処方。

・遠山　健吉様～血糖測定中止、臨時薬同内容で7日分処方、西病棟へ転出可の指示。

・嶋守　敏雄様～臨時薬ビムバッド同用量で7日分処方あり。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：R4.3.9　13:03
　氏　　名：板橋　利美（いたばし　としみ）様
　生年月日：昭和30年5月30日　66歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
[bookmark: _GoBack]　　現在青風荘に入所中。H15年頃より被害関係妄想や不眠、思考障害が出現。H15.12.12八戸市立市民病院精神科を受診し通院継続していた。H19.11.22青山荘へ入所し、同年11/28当院へ転院。以降は精神科デイケア利用継続しH22年4月GH「あおみ」に入所。胆石性膵炎にて八戸赤十字病院へ入院。退院後は「青風荘」へ入居し現在に至る。当院へは定期的に通院し、デイナイトケアに行っていた。R4.1.22施設内で転倒しそれから足の運びが悪い状態が続いていた。施設内で車椅子の利用を開始。2月中旬には傾眠がちとなり、記憶が曖昧な事が増えてきている。2/26施設でのレクリエーション時吃逆、曖気を繰り返し、下を向いた際に意識消失あり。ハイムリック法実施し、声掛けにて口腔内の残渣物を吐き出し意識を取り戻している。精神的には覚醒している時には穏やかに過ごされているが、3/2外来受診時には身体を動かす事出来ず。全般的に認知機能の低下もあり別の施設移行を検討しているが、それまでの環境調整目的にて当院での入院を希望。R4.3.9継続治療・環境調整目的にて、13：03東病棟へ医療保護入院となる。

　


